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No.09K 0005 
2009 年 9 月 14 日 

株式会社 アイ･エス･レーティング 
１． 格付結果 
 
 企業名 パナソニック電工ネットワークス株式会社 
 格付の種別 情報セキュリティ格付 
 格付ＩＤコード 10000020102C0902 
 格付スコープ  ネットワークソリューションサービス事業 
            ・ネットワークシステム、セキュリティシステム、ワイヤリングシステム

の設計、構築、保守サービス 
            ・ネットワーク機器の販売およびスイッチングハブ等の製造         

 格付対象 パナソニック電工ネットワークス株式会社 本社  次の 2 本部と 1 部 
  ・e－ソリューション営業本部 
  ・e－ネットワークソリューション事業本部 
  ・経営管理部 
  （下線部分は現場審査を実施した審査対象部門。） 
 想定リスク 情報漏えい 

 格付符号  A is  （ シングル A フラット ） 

 格付の方向性 安定的 
 有効期間 2009 年 9 月 14 日から 2010 年 9 月 13 日まで (再交付日から 1 年間)
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２．格付理由   
パナソニック電工ネットワークス株式会社はパナソニック電工株式会社の100%出資子会社

であり、ネットワーク機器の製造・販売を含むネットワークソリューションサービス事業を

展開している。当事業において、2004年より設備セキュリティ、情報セキュリティ、映像セ

キュリティの３基軸によるトータルソリューションである「セキュリティインテグレーショ

ンサービス」の提供を開始し、翌2005年には自社オフィスを「セキュリティライブオフィス」

として顧客に公開し、実際にセキュリティソリューションが体験・確認できる環境を提供す

るなど、セキュリティに対して積極的な意識を持って取り組んでいる。また、2009年の東京

本社移転を機にマネジメントシステムの見直しをはかり、より高いレベルでの情報セキュリ

ティマネジメントの再構築をおこなった。 

セキュリティ対策の必要性や基本概念は従業員一人ひとりに深く浸透し、対策強度の観点

から見れば、「セキュリティライブオフィス」に代表される事業の強みを活かした攻めのセキ

ュリティ対策を実践している。特に、5段階区分による物理セキュリティ強度や赤外線による

入退室管理システム、そして不正プログラム対策ソフトの導入等、高いセキュリティ強度を

有する管理策が講じられている。 

一方、マネジメント成熟度の観点からみると、パナソニック電工グループとしての基本規

程に加えて、パナソニック電工ネットワークス株式会社の追加規程も作成し、独自の手法で

の周知徹底を図り、セキュリティ要求事項についても関係者間による契約書のチェック・レ

ビューの徹底を行うなど、組織的な活動が行われている。 

総じて、マネジメント成熟度の観点では目標を指標化したうえで管理、実行されており、ま

たセキュリティ対策強度の観点では、悪意のある外部者に対する管理策までは講じられている

といえる。 
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